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教
育
の
費
用
対
効
果

　
は
じ
め
に
、
次
の
問
題
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
大
学
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
取
り

入
れ
る
理
由
と
し
て
妥
当
な
も
の

は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か

（
複
数
選
択
可
）
。

（a）
遠
隔
地
の
学
生
の
参
加

（b）
個
人
の
予
定
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

授
業
計
画
で
の
学
習

（c）
よ
り
低
い
費
用
で
の
授
業
の
開
講

（d）
新
し
い
教
授
法
の
試
行

（e）
障
害
を
持
つ
学
生
へ
の
学
習
機
会

の
提
供

　
広
大
な
国
土
ゆ
え
に
早
く
か
ら
遠

隔
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
米
国
の

経
験
に
よ
れ
ば
、
答
え
は
「
（c）
以
外

の
全
て
」
だ
そ
う
で
す
。
ウ
ェ
ブ
教

材
や
ビ
デ
オ
講
義
は
、
一
度
作
っ
て

し
ま
え
ば
多
く
の
学
生
に
何
度
で
も

提
供
で
き
、
よ
り
低
い
費
用
で
教
育

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
答
え
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
背
後
に
は
、

教
育
の
費
用
と
効
果
の
考
え
方
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　
一
般
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

は
、
低
年
次
生
ほ
ど
教
員
や
T
A
と

の
頻
繁
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

な
け
れ
ば
学
習
を
完
遂
で
き
な
い
こ

と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
M
O
O
C
の
よ
う
に
自

分
で
進
度
を
決
め
る
学
習
で
あ
れ

ば
、
教
員
か
ら
の
働
き
か
け
は
最
小

限
で
も
か
ま
わ
な
い
も
の
の
、

M
O
O
C
の
修
了
率
は
１０
％
に
満
た

な
い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
授
業

は
一
定
期
間
内
に
一
定
の
目
標
に
到

達
す
る
よ
う
、
毎
週
計
画
さ
れ
た
学

習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま

す
。
授
業
の
効
果
は
、
学
生
が
ど
の

程
度
目
標
を
達
成
し
た
か
で
測
ら
れ

る
た
め
、
M
O
O
C
と
は
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
す
。
も
し
、
計

画
さ
れ
た
ペ
ー
ス
で
十
分
に
学
べ
な

い
学
生
が
い
る
場
合
、
必
要
な
学
習

支
援
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
、
結

果
と
し
て
教
育
費
用
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
学
習
デ
ザ
イ
ン

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
知
識
の
定

着
や
理
解
な
ど
特
定
の
目
標
到
達
に

向
い
た
形
式
で
す
。
こ
の
よ
う
な
授

業
で
は
、
学
生
が
独
習
で
き
る
よ
う

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

す
な
わ
ち
、
自
分
で
自
分
の
理
解
度

を
確
認
し
、
理
解
が
不
足
し
て
い
る

部
分
を
自
分
で
再
学
習
で
き
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
理
解
度
は
単
元
ご
と

に
設
け
た
通
過
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
把

握
し
、
間
違
え
た
部
分
を
再
学
習

し
、
最
終
的
に
満
点
を
取
る
こ
と
で

到
達
を
確
認
し
ま
す
。
い
く
つ
か
の

通
過
テ
ス
ト
に
合
格
し
、
最
終
テ
ス

ト
で
満
点
を
取
れ
ば
学
習
は
終
了
し

ま
す
。
こ
う
し
た
学
習
は
「
完
全
習

得
学
習
（M

astery Learning

）
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
完
全
習
得

学
習
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
テ
ス
ト
を

使
う
と
便
利
で
す
が
、
あ
る
程
度
の

数
の
問
題
を
用
意
し
ラ
ン
ダ
ム
に
出

題
す
る
に
は
、
教
員
は
相
当
の
準
備

時
間
を
必
要
と
し
ま
す
。
一
度
作
っ

た
後
で
も
、
学
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
見
て
、
適
切
で
な
い
問
題
を
外

し
た
り
、
文
言
の
修
正
を
し
た
り
す

る
場
合
が
多
く
、
な
か
な
か
負
担
が

減
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ど
の
学
生

が
テ
ス
ト
を
通
過
で
き
て
い
な
い
か

を
常
に
確
認
し
、
個
別
に
対
応
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
対
面
で
の
十
分

な
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い

と
、
メ
ー
ル
を
送
っ
て
も
返
信
が
な

い
な
ど
、
支
援
し
た
く
て
も
で
き
な

い
場
合
も
多
く
、
結
果
と
し
て
高
い

ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
率
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

学
生
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援

　
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
完
全
習
得
学
習
で
は
、
教
員

や
指
導
者
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
学
習
単
元
の
絶
え
間

な
い
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

質
問
・
回
答
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

と
、
学
生
の
状
態
に
合
わ
せ
て
1
回

の
学
習
で
学
ぶ
量
を
調
整
す
る
こ
と

で
す
。

　
前
者
は
、
質
問
用
の
掲
示
板
を
設

け
る
な
ど
が
一
般
的
な
対
応
方
法
で

す
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
質

問
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

に
加
え
、
す
ぐ
に
回
答
が
さ
れ
な
い

と
学
生
の
学
習
意
欲
を
大
き
く
下
げ

ま
す
。
教
員
が
対
応
す
る
に
は
負
担

が
大
き
す
ぎ
、
T
A
等
の
補
助
者
を

置
く
に
は
雇
用
の
た
め
の
費
用
と
適

切
な
指
導
を
す
る
た
め
の
訓
練
が
必

要
で
す
。

　
後
者
は
、
よ
り
大
き
な
負
担
が
教

員
に
か
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
経

済
数
学
の
授
業
で
制
約
条
件
付
き
最

適
化
問
題
を
教
え
る
場
合
、
1
回
の

授
業
で
1
階
の
必
要
条
件
と
2
階
の

十
分
条
件
を
扱
う
べ
き
か
、
2
回
の

授
業
に
分
け
て
教
え
る
べ
き
か
は
、

学
生
の
能
力
や
前
提
知
識
に
合
わ
せ

て
教
員
が
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
他
大
学
で
使
っ
た
教
材
が
そ
の

ま
ま
使
え
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
独
自

に
設
定
し
た
単
元
に
合
致
す
る
ビ
デ

オ
教
材
と
通
過
テ
ス
ト
の
準
備
が
必

要
で
す
。

　
結
局
、
今
日
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
は
費
用
対
効
果
で
見
る
と
多
く

の
場
合
コ
ス
ト
増
に
な
る
と
い
う
考

え
方
が
米
国
で
は
一
般
的
で
す
。
そ

れ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取
り
組

む
意
義
は
、
教
員
が
授
業
内
容
を
見

直
し
、
無
駄
の
な
い
授
業
設
計
に
し

た
り
、
学
生
の
到
達
を
よ
り
客
観
的

に
把
握
で
き
た
り
な
ど
、
授
業
の
質

的
改
善
に
つ
な
が
る
点
に
あ
り
ま

す
。
よ
り
よ
い
授
業
の
た
め
に
よ
り

多
く
の
費
用
を
投
入
す
る
こ
と
は
、

ご
く
自
然
な
意
思
決
定
と
言
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
教
訓
を
参
考
に
、
日
本

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
活
用
す
る

場
合
は
、
教
員
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
や

教
材
開
発
・
問
題
作
成
を
支
援
す
る

専
門
職
員
の
配
置
や
、
学
生
の
学
習

を
支
援
す
る
指
導
補
助
者
の
確
保
・

育
成
と
そ
の
体
制
構
築
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

（
中
島
英
博
）

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

  

教
育
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
か

授業・研究外で、1ヶ月に何冊の本を
　　　　　　　　　　読むか（学部・大学院）

グラフで見る名大生

第3回目は、名大生の読書量に関するグラフです。「1か月平均何冊くらい本（大学の授業・研究

で必要な書物及び雑誌等を除く）を読んでいますか」との質問について、学部学生及び大学院

生の回答の割合の推移を示しています。1998年から2016年にかけての変化です。

グラフからは、学部学生に比べると、大学院生の方が、授業・研究外での読書量が多いことがわ

かります。一方、学部学生と大学院生に共通する変化として、「ほとんど読まない」の割合が増

加傾向にあり、3冊以上の本を読む学生の割合が減少傾向にあることが見て取れます。

グラフが示すのは、授業・研究外での読書量なので、授業・研究に関わる書籍を含めたトータル

での読書量が、増えているか、減っているかについてはわかりません。しかし、名大生の授業・

研究外における情報源が、この20年間で急速に変化してきたことを物語るグラフといえます。

（丸山和昭）

【データ】各年度の『学生生活状況調査報告書』を参照。名古屋大学の学生生活状況調査は、ほぼ隔年で実施。

調査対象は無作為に抽出した5分の1の学生（ただし、外国人留学生、休学及び留学中の者は除く）。実際の質

問での選択肢は「1冊程度」「2冊程度」「3冊程度」「4冊程度」「5冊以上」「ほとんど読まない」の6択である

が、グラフでは3区分に合算して割合を示している。なお、回答が不明の者は除いている。

　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

Ｅ
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ー
ル
ア
ド
レ
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

　日本の大学は論文の生産性が低い－このような言
葉を近頃よく耳にします。たしかに世界大学ランキン
グでは日本の大学の順位が下がっていたり、多くの学
問分野では日本の論文数が停滞、減少したりしていま
す。研究にかかる費用の割に成果が出ないのは、論文
の生産性が低いからではないか。もしそうであるなら
ば、一部の生産性の高い研究者や大学を「選択」し、
そこに資源を「集中」させよう。今、日本の科学政策は

そのような「選択と集中」へと舵を切っています。しか
し本当に日本の大学は他国と比べて論文の生産性が
低いのでしょうか。
　本書の目的は、日本の研究力が惨憺たる状況に至
った原因を様々なデータに基づいて明らかにし、日本
が再び学術の分野で競争力を取り戻すためにはどう
すればよいのかを提案することです。
　本書によれば、日本の大学の論文生産性は必ずし

も低いとは言えないものの、日本の研究力が低下した
と指摘しています。低下の理由は研究従事者数の少な
さにある、と本書は結論づけています。研究人件費を
増やせば研究論文数が増え、研究論文数が増えれば
GDPも増えるというのが本書の中心的な主張です。
この主張は一見素朴すぎるようにも思われます。しか
し、200以上の図表に見られる膨大なデータに裏付
けられたこの主張は、強い説得力を持っています。
　筆者が述べるように、本書で使われるデータや文献
はインターネットさえあれば無料で手に入れることが
できるものがほとんどです。本書を読むにとどまら
ず、これらのデータや文献に触れ、自分なりに分析をし
てみることで、日本の研究力の現在と将来についての
考えをよりいっそう深めることができるでしょう。

（東岡達也）

　単位制度とは、修得した単位数によって卒業や修了を認定する
仕組みです。日本では、大学設置基準という省令のなかで、１単
位は授業時間内外での45時間の学修内容を標準とすること、卒
業要件は124単位以上であること、卒業研究等以外は試験をし
て単位を与えることなどが定められています。
　単位あたり45時間という設定は米国に倣ったもので、週あた
りの学習時間は　
　124[単位]×45[時間/単位]÷4[年]÷2[学期/年]÷15[週/学期]＝46.5[時間/週]　
となっています。法定労働時間より少し多いものの、少々の残業
と一部を集中講義に置き換えることにより、妥当な時間数となり
ます。ちなみに修士課程は、大学院設置基準により、30単位以
上の単位修得および修士論文等への合格が修了要件です。つま
り、時間の観点からは、学部の研究指導は単位に含め、2年間の
修士課程の研究指導は単位外に設定すると整合性が高まります。
　授業時間内と時間外の割合は、基準内で柔軟に設定できます。
講義・演習は45時間中15～30時間、実験・実習・実技は30
～45時間の授業を行えばよいのです。実験科目でいえば、授業
後にレポート作成するのか、それとも授業時間内にレポート作成
まで完了するのかによって、同じ授業時間数でも異なる単位数が
設定できます。
　お気づきのとおり、日本の多くの大学は、2時間ではなく90
分間の講義を週1回15週にわたって実施して2単位としていま
す。授業時間が60分単位で組まれることが多い欧州では、15分
遅れで講義が始まる伝統（academic quarter、cum tempore）
があり、実際の授業時間はあまり変わらないようです。
　一方、日本では、単位の実質化、すなわち総学習時間の確保が
強く求められる状況が続いています。このとき、週１コマ15週
の講義に2単位という前例に縛られると、時間外学習の充実しか
道がなくなります。しかし、講義30時間（実質90分×15週）
と授業時間外学習を15時間で1単位とすることもできるので
す。単位の早取りを嘆くならば、むしろ抑止力があるのは後者で
しょう。突然のアクティブラーニング化に戸惑う学生にとって、
授業時間内にチュートリアルを受けられるほうが安心できるかも
しれません。
　日本の大学において、時間外学習の充実がなかなか進まないと
いう現状や、卒業論文を取り入れる大学が多いことを踏まえつ
つ、既存制度を活用して単位の実質化を図る余地は、まだ残され
ているようです。　　　　　　　　　　　　　　　（齋藤芳子）
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『科学立国の危機－失速する日本の研究力』

豊田長康　著
東洋経済新報社　2019年

センターによる各種セミナーや新刊などの情報をメールでお知らせしています。本サービスへ
のご登録は、下記ウェブサイトよりお申込ください。
http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/service/info_form/

単位制度
Credit System

「大学教員準備講座2019」今
年
も

開
催
し
ま
す
！

［日 時］2019年7月29日（月）～7月31日（水）各日8:45－18:00

［場 所］東山キャンパス文系総合館5階　アクティブラーニングスタジオ

［対 象］本学所属の大学院学生・ポスドク・非常勤講師等

詳しくはウェブでご覧ください。
　　URL  http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/service/glad/

ナ
タ
リ
ー
・
ユ
ネ
（
客
員
准
教
授
）

　
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
積
極
的
活
用
を
通
じ
た
大

学
教
育
の
改
革
を
政
府
が
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
大
学
教
育
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
活
用
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
他
国

と
比
べ
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く
、
政
府

が
本
格
的
に
て
こ
入
れ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
大
学
、
と
く
に
初
年
次
に
留
年

や
中
退
す
る
学
生
が
多
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
多
く
は
学
力
不
足
で
あ
っ

た
り
学
習
習
慣
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
り
、
主
に
学
生
側
の
問
題
で
す

が
、
大
学
教
育
に
も
問
題
が
あ
り
ま

す
。
低
学
年
で
は
大
規
模
教
室
で
の

多
人
数
授
業
中
心
で
あ
り
、
授
業
ス

タ
イ
ル
も
教
員
の
一
方
的
な
講
義
が

中
心
で
あ
る
こ
と
で
す
。
政
府
の
施

策
に
よ
り
高
等
教
育
進
学
率
が
上
昇

す
る
中
で
、
学
生
の
学
力
が
多
様
化

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
別

の
学
習
支
援
を
十
分
に
行
う
体
制
に

な
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
学
生
の
反
応
を
確
認
し
な
が
ら

内
容
を
柔
軟
に
調
整
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
学
生
の
学

習
に
前
向
き
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と

な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
前
後
か
ら
こ
の
動
き
が

活
発
化
し
て
お
り
、
2
0
1
2
年
に

発
表
の
「
デ
ジ
タ
ル
大
学
化
計
画
」

で
は
、
M
O
O
C
を
取
り
入
れ
た
大

学
教
育
の
あ
り
方
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
通
常
の
授
業
で
M
O
O
C
を
積

極
的
に
活
用
し
て
学
生
の
ペ
ー
ス
で

学
習
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、「
反
転

授
業
」
の
拡
大
・
普
及
に
よ
っ
て
、

学
生
の
学
習
意
欲
を
高
め
た
り
す
る

こ
と
な
ど
が
企
図
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、
さ
ら
に
2
0
1
5
年
以

降
に
高
等
教
育
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委

員
会
を
設
置
し
て
、
こ
の
一
連
の
動

き
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
同
委
員

会
は
各
種
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

競
争
的
資
金
を
通
じ
て
、
教
育
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
通
じ
て
教
育
の
方
法
・

実
践
を
革
新
し
、
大
学
全
体
を
進
化

さ
せ
る
触
媒
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ

と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員

の
教
育
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

教
材
を
盛
り
込
ん
だ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
国
立
教
育
研
究
所
が
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
政
府
の
積
極
策
に
対

し
て
、
教
員
の
一
部
か
ら
は
、
効
果

を
疑
問
視
す
る
意
見
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
活
用
で
、
授

業
の
質
向
上
を
実
現
で
き
る
の
か
、

学
生
の
学
習
意
欲
を
喚
起
で
き
る
の

か
等
々
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
機
器
活
用

の
能
力
を
習
得
し
て
い
な
い
教
員
も

多
い
た
め
、
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

専
門
職
員
の
養
成
を
急
ぐ
べ
き
と
の

声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

（
訳
　
夏
目
達
也
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

　
　
　
　
　
　
　
活
用
し
た
大
学
授
業
の
改
善


